
（報告様式第３号）                     改 善 計 画 書 

事業者名（ 社会福祉法人つくしんぼ福祉会 保育所型認定こども園ととろ保育園 ）                （2026年 3月 19 日 作成） 

改善に向

けた事業

者のコメ

ント 

評価結果を受け、自信を持って良いと気付かせて頂いた部分・実施しているものの成果が得られていない部分、この 2 点が明確となりました。 

特に、「人材育成体制の見直し」と「地域との繋がり（ニーズの情報収集や情報発信）」が課題であると感じましたので、早急に具体的改善策に取り組んでいき

たいと思います。 

保護者・そして地域に信頼される園を目指し、努力してまいります。 

短中長期 No 課題・改善点 達成目標 期間 開始時期 達成時期 
具体的改善策 

(人・予算・情報・手順等) 
担当 

 

 

 

 

 

 

 

短 期 間 で

出 来 る こ

と 

 

 

 

 

 

 

1 転園・卒園児における相

談窓口の設置 

窓口を設置し、保

護者周知を図る 

 

1 か月 2026年 4 月 2026年 5 月 ① 担当者を決め、相談窓口を設置する。 

② 担当者・相談方法を記載した書類を作成し、

保護者へ配布する。 

③ 園内に掲示する。 

園長 

2 相談方法・相談相手が 

選択できることを明確

にした書類の作成 

保護者が混乱せ

ず、相談しやすい

方法を選択できる

よう、一覧を作成

し保護者へ配布す

る 

１か月 2026年 4 月 2026年 5 月 ① 相談方法・相談相手を一覧にまとめた書類を

作成し、保護者へ配布する。 

② 園内に掲示する。 

園長 

管理職 

3 BCP の見直し・内容の

修正（災害・感染症） 

 

判断基準や担当等

を明確に記載し、

職員へ周知する 

6 か月 2026年 4 月 2026年 9 月 ① 感染症 BCP については、コロナウイルス以

外の感染症・出席停止(出勤停止)が考えられ

るものの追加を行う。 

② 災害 BCP については、判断基準や役割分担

を詳しく記載する。 

③ BCPをまとめ、職員へ周知を行う。 

園長 



 

 

 

4 人材育成体制の見直し

（全職員が継続して学

べる機会を設ける） 

研修内容・研修方

法の検討を行い、

参加意欲の向上に

努める（参加率を

上げる） 

６か月 2026年 4 月 2026年 9 月 ① 現場ですぐに実践へと結びつけることので

きる内容へと工夫する。また、職員から学び

たい内容を聞き取り研修に入れていくこと

で参加意欲を引き出す。 

② 職員面談で全体研修の重要性を伝えると同

時に、職責別で習得して欲しい内容・目指す

姿を明確に伝えていく。 

③ 参加できない職員へ再研修日を設け、全職員

が同じ内容を学べる仕組みづくりを行う。 

園長 

管理職 

5 リスクマネジメントの

強化 

マニュアルに対し

ての理解の差をな

くし、全体の底上

げを行う 

12 か月 2026年 4 月 2026年 3 月 ① マニュアルの理解度を把握し、それぞれに目

標設定を行うことで、習得達成までの道筋を

明確にする。 

② ヒヤリハット等の記録を徹底し、原因分析・

対策実施を繰り返し行う。自園で起こりやす

い事故や怪我の状況を全体で把握する。 

③ 研修で事故事例等を基にグループワークを

重ねることで、自らが気付かなかった危険が

あることに気付く。（危機管理意識の底上げ） 

園長 

管理職 

 

中・長期で

で き る こ

と 

1 地域の福祉ニーズを把

握し、公益的な事業・活

動を実施していく 

保護者・地域へ向

けた子育て支援活

動を実施する 

18 か月 2026年 4 月 2026年 9 月 ① 地域の潜在ニーズ等、実態調査を行う。 

② 「地域の子育て相談」を行っている園である

ことを SNS やポスター掲示等で地域へ発信

していく。 

③ 保護者や地域へ向けた情報発信、子育て講座

等を展開していく。 

園長 

管理職 

         



今 後 検 討

すること 
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